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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・1/9（月）17時30分から「うつ病について」の法人研修があります。祝日となりますが参加

しましょう。

・1月17日、18日17時30分～「精神保健福祉法と人権擁護」の院内研修がありますので参加しましょう。また、当日の出欠予定の入力もしましょう。

＜患者様情報＞

・宮　陽子様～12月中旬頃より、徐々に気分の高揚さがみられており、利用日以外の架電が増え、内容に関しては、「デイケアのスタッフが自分を嫌っていないか」「○○さんの連絡先を知りたい」「○○さんに紹介したい人がいる」などとなっています。1月5日（木）デイケア通所していますが、声高さ気分の高揚さが目立っています。午後より表情冴えず疲労感の訴え、早めに帰宅されています。帰宅後本人から連絡あり「1人になりたかった」「自分の意思でデイケアを辞めていいんだよね？」と確認しています。また、時間を置かずに再度架電あり「1ヶ月デイケアを休みたい。スタッフとの関係性が悪い。プライドがあるから指導されたくない」と話されています。病状悪化時、各サービスや内服を拒否し、入院を繰り返している経緯について振り返りを行っていますが、本人は納得していない状態です。長期間で休むことはせず、担当医にも相談すること、都度連絡を頂きたいことを説明しています。来週火曜日、連絡があった際に、直接相談にくるように本人に促していきます。また、明日兄様にも本人の状態について情報提供していきたいと思います。
　　　　　　　上記の件担当医へも報告し、長期休むことのないよう医師からも必要性を説明していくとの事です。
・浅水　洋様～夜間帯、6件の架電があります。
20:54、本人より架電あり「青明舎もやってくれるよね。あいつのせいで俺はみちのく記念病院ですごい言われ様だ。何でもっと気を配ってくれなかったんだ。もう青明舎（活動室）へは行かない。」と話されていたようで、詳細について確認すると、「12月にみちのく記念病院へ転院した青明舎利用者と活動室で会ったところ、その人に本人が青南病院へ通院していること等をばらされた。」「みちのく記念病院へ通院している別の知人から電話があり色々言われた。」「元交際相手に今の所在がばれるのも時間の問題だ。」等と興奮した様子で話しています。本人の話を傾聴しながら、青明舎の利用者は青南病院以外からも受け入れること、青明舎の利用の仕方は様々であり、こちらから制限はかけられないこと等を説明しています。また、元交際相手から何か行動があるかはまだわからないこと、そのことを考えるより、今のリズムを保つことが大切なのではないか伝えています。その間、飲酒をほのめかす発言が聞かれ、また、1/5（木）の受診を行っていないとのことで、受診を勧めると「土曜日（1/7）に行くかも」と話しています。1時間程話しており、夜も遅くなってきたため、今日は休み、明日考えるよう伝えている。
22:05 、母親より架電があり、本人が包丁を喉に当てていると話し、飲酒、大量服薬はない様子とのことで、本人と電話を代わると「もういいでしょ」と電話を切られています。

0:09、2:07、本人より再度架電あり、自傷行為には至らなかったこと、青明舎のせいで自分のリズムが崩れてしまったことを話しています。電話ではゆっくり話せないため再度来所を促すが拒否しています。夜も遅いため、休むよう促している。

7:27、7:42、再度架電あり、活動室には来所、他の職員と話したいと要求して

いるが、対応出来ないことを伝えています。

今後各関係部署と連携をとり、本人様へ統一した関わりと、受診を勧めていきます。

・澤口　直美様～９時40分頃病院へ来られ、朝はいつも通りデイケアへ行く準備し、来ていたが、バスの中で、不安感が出現し胃部の不快感があったとのこと。予測指示のレキソタンを服用していないとの事で、服用して頂く。３０分ほど休んで頂くが、デイケアへ行くことに不安を感じているとの事で、デイケアを休みたいと希望があり、本人様よりデイケアへ連絡している。また、体温が37.0℃あるが、毎日体温を測っている中で、37℃台の微熱があること、感冒症状がないことから、経過観察としている。本日は帰宅して頂き、休むこと、今後熱が高くなり、感冒症状があるようであれば、当院へ相談するか、内科へ受診するよう伝え、了解されています。
・久保　興介様～本日15時30分にうみねこ幸房の退所や今後の生活に関してのケア会議を実施していきます。診察時にはどのように話したらいいのか主治医へ相談しています。医師からは自分の思っていることを話せる範囲で話し、自分の気持ちをすっきりさせ、次に進めていることが大切であること、アドバイスしています。診察後に、デイケアを利用されているが、気分の高揚さ見られ、自ら話を切りあげられない様子も見られています。
・田向　玲美様～交際相手が、4月～半年間寺に行き修行をする予定にあるとのこと。半年間修行を終えたら、結婚し寺の離れに住む予定であるとのことだが、その寺に住むときの条件として、①本人様が入会している、創価学会のことは話さないこと、②病気のことは話さないように。と言われたとの事。②の件について、言わずに過ごせるか不安であり、また、今後の生活、病状悪化や通院について不安があると話されています。各関係機関と家族など集まってのケア会議を進めるが、交際相手より、まだ先の話のためケア会議については拒否しているとの事。外来受診時に担当医とも相談するよう伝えています。
＜新患患者様情報＞

・渡部　友治様～74歳。現在高血圧症、糖尿病、高尿酸血症の治療のため、長谷川内科医院の往診を受けている（２年ほど前から）。現在妻と同居しているが、平成23年12月に妻が狭心症による心臓カテーテル術のために入院していた。その際に「長者の森」のショートステイを利用していたが、「家に帰る、仕事に行かなければならない、おれを一生入れておく気だろう」と興奮し、暴言や夜間のせん妄状態が認められ、施設スタッフ、担当ケアマネージャーより、認知症に対する専門的治療を行うよう促されたため、当院へ相談に至る。5年程前より、体中のあちこちが痛いと外出機会が減少、同時期より、記憶障害、見当識障害が認められている。周辺症状として、本人の意にそぐわないことを話すと、怒鳴る事がある。長距離での歩行は困難である。明日認知症の鑑別、認知症に対する専門的治療を目的のため受診となる。

＜退院患者様情報＞

・赤石　陽介様～1/10(火)退院予定となります。1/4Pm14:00～16:00デイケア体験利用し1/5Am10:00家族面談し終了後に栄養指導実施しています。退院療養検討会を、1/9(月)Pm13：30～西Bユニットミーティングルームにて行う予定としていますので参加してください。
デイケアでの体験利用について、細越様に話しかけられることがあるが、無視をすることがあり、その後も話しかけられても背を向けることがあり、細越様が不機嫌となることがあります。ほかの利用者との話もなく、スタッフ以外とは人見知りだから緊張していること、話をかけられたくないと理由を話されています。今後は火曜日のみ利用していく事になります。栄養指導面では、ご家族様が協力的であり、気になっていることなど質問されています。食事は毎食摂る事、よく噛んでゆっくり食べること、生活になれてきたら運動をしていく事など伝えています。カリウムが低く、本人が気にされているが、野菜や果物を摂ることができていることから、改善傾向にあります。今後栄養指導は実施しないが、本人様の希望があれば実施する予定になります。
